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はじめに

 本研究は

 平成22年度に文部科学省私立大学戦略的研究

 基盤形成支援事業に採択された

 日本大学文理学部情報科学研究所の共同研究の一部

「東アジアにおける都市形成プロセスの統合的把握と

  そのデジタル化をめぐる研究」の一環として開発
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はじめに

東アジアにおける都市形成をめぐる

個別研究分野の成果を統合的に把握

東アジア都市の多面的かつ重層的な

歴史的実態を総体的に解明

研究プロジェクトの目的
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はじめに

デジタルヒューマニティーズとは,

人文科学の研究と教育

新しい方法論を創出すること

ICT
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はじめに

谷研究室では過去に,

デジタルヒューマニティーズ研究の一環として

△ 喜多村緑郎日記＆Maps
http://ahj.chs.nihon-u.ac.jp/Kitamura/Public/public.html

△ ハルビン絵葉書検索システム
http://ahj.chs.nihon-u.ac.jp/harbin/

△ デジタルミュージアム
http://ahj.chs.nihon-u.ac.jp/dm/

△ ハルビン景観変遷の印象調査システム
http://da.tani.cs.chs.nihon-u.ac.jp/shinri/postcard/ipad/top.php

http://ahj.chs.nihon-u.ac.jp/Kitamura/Public/public.html
http://ahj.chs.nihon-u.ac.jp/harbin/
http://ahj.chs.nihon-u.ac.jp/dm/
http://da.tani.cs.chs.nihon-u.ac.jp/shinri/postcard/ipad/top.php
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ハルビン絵葉書検索システム
- デジタルヒューマニティーズ研究の成果例 -
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デジタルミュージアム
- デジタルヒューマニティーズ研究の成果例 -
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ハルビン景観変遷の印象調査システム
- デジタルヒューマニティーズ研究の成果例 -
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2. 今年度システムの狙い
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本システム開発経緯

情報科学研究所プロジェクトの一環として

心理評価研究グループと共同で

“視覚刺激に対する汎用印象評価WEBシステム”

を構築



視覚刺激に対する汎用印象評
価WEBシステムの構築

13

心理評価実験とは・・・

被験者が刺激に対して受ける印象を

　　客観的に評価する事を目的としている

刺激の種類

● 視覚刺激 … 画像， 映像

● 聴覚刺激 … 音楽， 音声 など
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回答方法と評価尺度項目

回答方法

● 単一選択 : いくつかの項目から１つを選択

● 複数選択 : いくつかの項目から複数選択

● 段階選択 : 対となる項目を段階的に評価する

評価尺度項目

● 例)「喜，怒，哀，楽」

● 例)「明るい⇔暗い」「強い⇔弱い」
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【概要】
● 平成22年度に開発し，年度ごとに仕様を微変更しながら運用
● 目的：

ハルビン絵葉書資料に描かれた都市景観に対する印象評価調査
● Webベースのサーバクライアントシステム
● 刺激： 複数枚のハルビン絵葉書
● 回答方法： 段階選択のみ (SD法) 
● 評価尺度項目： 固定
● 調査機器： 

〈平成22年度〉 タブレット型端末・iPad (Apple 社)

〈平成23年度〉 PC やタブレット型端末

2-1. ハルビン景観変遷の印象調査システム (1)
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３時代×３地域（全９ブロック）の画像数枚を見て,

その画像群に対する印象を回答する

どのブロックから評価するかの順序はランダム

アンケート方法:SD法

対称的な意味の修飾語を1つの尺度として用いる測定法

例

良い 1−−−−−2−−−−3−−−−4−−−−5   悪い

    とても   やや       ?      やや  とても　

2-1. ハルビン景観変遷の印象調査システム (2)
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ハルビン景観変遷の印象調査システム
- デジタルヒューマニティーズ研究の成果例 -
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《 利点 》

● “端末・場所”を選ばないWebシステム

● “実験ログ”はサーバに集約

《 欠点 》 

● 管理・運用に“専門性(データベース技術)”が必要

例) 心理評価研究グループの研究者が評価尺度項目を

　   変更したい場合は，データベース技術者に依頼

2-1. ハルビン景観変遷の印象調査システム (3)
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【概要】

● 目的： 顔画像に対する印象評価実験

● Windowsスタンドアローンアプリケーション

● 刺激： 顔画像

● 回答方法： 単一選択， 複数選択， 段階選択(SD法) 

● 評価尺度項目： 可変

● 調査機器： このアプリケーションが動作しているPC

2-2. 心理研究評価グループ既存システム (1)
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《 利点 》

● 回答方法・評価尺度項目を“自由”に設定可能

● 心理評価研究グループ研究者だけで“管理・運用”が可能

《 欠点 》

● このアプリケーションが
インストールされたPCでのみ実験可能

● “実験ログ”が各デバイス(PC)での集計　→　後に集約

● 個人情報の登録機能無し

2-2. 心理研究評価グループ既存システム (2)



視覚刺激に対する汎用印象評
価WEBシステムの構築

21

Web既存システムと
スタンドアローン既存システムの比較

Web既存システム スタンドアローン
既存システム

端末・場所を
選ばないシステム

調査機器 アプリケーションが
動作しているPC

固定 評価尺度項目
・

回答方法

可変

サーバ管理 実験ログ 各デバイス毎

専門性が必要 運用性 心理評価研究
グループ研究者
だけで可能
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端末を選ばない
Webベースシステム
<Web既存システム>

評価尺度項目可変
高い運用性

<スタンドアローン既存システム>

<今年度システム>
可変なWebベースシステム

2-3. 今年度の狙い
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3. 今年度システムの概要
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【システム名】

　視覚刺激に対する汎用的Web印象評価システム

【用途】

　静止画について，形容詞対をはじめとしたあらゆる項目に

　対し評価するための，評価実験支援Webアプリケーション

3-1. 今年度システムの概要 (1)
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ログイン画面

練習画面

アンケート画面

コメント画面

終了画面

説明画面

個人情報画面

（スキップ機能）

（再度被験可能）

3-1. 今年度システムの概要 (2)　- “7つ”のフロー -
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各画面説明
ー ログイン画面 ー
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各画面説明
ー 個人情報画面 ー
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各画面説明
ー 説明画面 ー
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各画面説明
ー アンケート画面 ー



視覚刺激に対する汎用印象評
価WEBシステムの構築

30

デ　モ
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4 データベース構成
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　　データベースとは

● 様々な目的を考慮して整理整頓された

データの集まり

例)検索エンジン，辞書，電話帳 など

● データベースに保存するデータ

例) 画像，商品名，個人情報など
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なぜデータベースが必要なのか

大量のデータに対して、そのデータを

管理し，検索，抽出しやすい仕組みを提供

　　データベースとは
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● データベースをコンピュータ上で管理するシステム

→ データベースの機能を実現するには必要

● いろいろな機能が提供されている

– データの操作（収集，蓄積，加工，提供）

– トランザクション（操作一貫性）の管理

– セキュリティ管理

– 障害回復機能

DBMS (Data Base Management System)
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《 メリット 》 

● ユーザはデータの状態を気にする必要がない

– データ構造

– 物理的なデータ配置

etc

● アプリケーションとデータを分離できる

– アプリケーション内でデータを管理しようとすると

上記のデータの状態を理解する必要がある

DBMS (Data Base Management System)
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● データ管理方式のひとつ

→ 列と行で構成される２次元の表(テーブル)を

使用してデータを格納
● 別々の表に格納されているデータ間の

関連付けをデータ値によって行う

● RDBMS(Relational DataBase Management System)

→RDBの定義、操作、制御といった機能を備える

RDB(Relational Data Base)
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学生
番号

名前 学部
番号

１ 田中 １

２ 並木 ２

３ 長谷川 ２

学部
番号

学部名 所在地

１ 文理 下高井戸

２ 理工 御茶の水

学生
番号

名前 学部名

１ 田中 文理

２ 並木 理工

３ 長谷川 理工

学生表
学部表

結果

RDB(Relational Data Base)
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<テーブル>

● ID : 発行されたID，PASS

● Person : 個人情報調査項目

● Answer : アンケート解答情報

● Dataset : アンケート問題

● Practice : アンケート練習問題

● Img : 画像情報

● Question, Level, Choice : 

　　単一，複数，段階選択用

データベース構成
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<昨年度>

評価尺度項目 : 固定

– Dataset : 時代，地域，set番号
– Question : 形容詞対

<今年度>

評価尺度項目: 可変

– Dataset : アンケート問題
– Question, Level, Choice : 単一，複数，段階選択用形容詞

データベース構成
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データベース構成

<昨年度>
● 評価尺度項目: 固定

Questionテーブル

id

q1

q2

評価尺度項目

通し番号
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データベース構成

<今年度>

● 評価尺度項目: 可変

外部キーによって，各テーブルに連携を持たせた

Question
テーブル

id_a

type

choose

ユーザid

Choiceテーブル

id_a

item

i1~i10

1,2

3

Levelテーブル

id_a

start

end

good

bad

Level,Choiceのid_aを判断

評価尺度の
始まりと
終わり

評価尺度
項目

項目数

評価尺度項目
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5 セキュリティ基本対策
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セキュリティ基本対策概要

本アンケートでは画像を配信

↓

心理実験に用いる画像には種々の利用条件が

課されている

↓

基本的なセキュリティ対策を施す
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・画像の右クリック保存禁止

・画像の直接リンク禁止

・SQLインジェクション対策

・SSLの導入

・電子透かしの導入

・Apacheの.Ver隠蔽

セキュリティ基本対策概要
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何も対策をしなければ画像の保存は容易

画像の右クリック保存禁止
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画像の上に透明なシートを被せる

画像の右クリック保存禁止
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ファイル名やディレクトリ名が分かると
直接アクセスが可能

　　危　険

画像の直接リンク禁止
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画像の直接リンク禁止
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拡張子が.jpg，.png，.gifであるファイルへの
アクセスを基本的に拒否

実際にはIndex表記も

禁止している

画像の直接リンク禁止
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SQLインジェクションとは:

データベースと連動したWebサイトが存在

データベースへの問い合わせや操作を行うプログ
ラムにSQL文の断片を与える

↓

データの改ざん、不正に情報を入手する

SQLインジェクション対策
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例:

　SQL文:SELECT * FROM ID WHERE id='$id' AND 
pass='$pass'

　$id=hoge

　$pass=' OR 'A'='A

SQLインジェクション対策
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例:

　実行結果:SELECT * FROM ID WHERE id='hoge' AND 
pass='' OR 'A='A'

↓

ログイン可能に

対策:

　特殊文字をエスケープ

　　- $pass=¥' OR ¥'A¥'=¥'A

↓

SQLの断片の注入を防ぐ

SQLインジェクション対策
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7 今後の課題
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今後の課題
〜 本システムが実現した機能 〜

Web既存システム スタンドアローン
既存システム

端末・場所を
選ばないシステム

調査機器 アプリケーションが
動作しているPC

固定 評価尺度項目
・

回答方法

可変

サーバ管理 実験ログ 各デバイス毎

専門性が必要 運用性 心理評価研究
グループ研究者
だけで可能
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補足資料
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用語説明 ー SD法 ー

SD法(Semantic Differential)とは　　

対立する形容詞の対を用いて、イメージに近いものを
何段階かの尺度から選択してもらう判定法

<対立する形容詞>

「明るい、暗い」や「強い、弱い」、「高い、低い」など
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